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  〔 OAP要旨〕 ダイナミック姿勢制御
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　高齢者の転倒は重篤な予後の原因となる。筋力・骨格の形態的加齢のみならず視・聴・平衡機能
などの感覚さらには固有知覚を包括した反応時間などの機能的加齢との統合的原因と考えられてい
る。そのため開閉眼のみの静止起立位の重心動揺検査では検討内容に限度があった。本報告では頚
部と躯幹の固有知覚と眼球の関与を検討した。対象は30～63歳の 7名の健常人で研究目的を説明
し同意を得て記録した。［頭部のみ反復回転運動 vs. 頚部は出来るだけ動かさない頭部・胸郭同期
反復回転運動］の 2種の運動指示（M1/2）と，［被験者自身の運動に同期したレーザー投影像注視 
vs. 正面固視点注視 vs. 閉眼］の 3種の眼球指示（E1/2/3）と，［被験者自身の最適なペース vs. そ
の 2割早いペース vs. 2割遅いペース］の反復運動ペース指示（P1/2/3）の 3指示の組み合わせを
各20秒行ってもらった。照明，温度環境は一般の病院に準じ，眼前1.2mのスクリーン前に設置し
た重心動揺計で足圧を計測し，レーザーポインターと無線小型 3軸加速度計を設置した帽子をかぶ
り頭位を計測した。回転巾は±30度とし特性・感度はすべて一定で記録解析した。信号は高速フー
リエ演算しパワー値を求めた。頭部信号のピーク周波数における足圧信号のパワー値を検討した。
分散分析にてM2がM1より有意におおきかった。M1横揺れではE3P1が大きくM1前後揺れでは
E3P3が大きかった。M2では横・前後揺れともにE2P2が大きい傾向が見られた。質量や自由度の
問題もあるが，頚部の固有知覚の関与のほうが胸郭以下の固有知覚の関与より大きいことが示唆さ
れた。
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